
平成２６年度第２回広報部会報告 

平成２６年１２月２１日 

広報部長  黒川 正道 

新入部員３名との顔合わせを兼ねた４月１２日開催以来の広報部会を開催しましたので報告いたします。 

 

日 時：平成２６年１２月２０日１８：３０～ 及び１２月２１日１０時～ 兼六園弓道場 

参加者：黒川、道越、長田、太田、山本、堀、山田、計７人  欠席：杉村、中越 

 

１、HP関係の状況情報共有 

○平成２５年度Ｖｅｒ16.1ＵＰ（３月１７日） 

〇アンケート結果に基づく大幅変更Ｖｅｒ16.2ＵＰ（８月１日） 

〇会員専用ページの開設（９月１日） 

〇3/1～5/10：７０件の更新実施。（71日⇒平均でほぼ１日に１件更新） 

〇5/11～8/25：８８件の更新実施。（目標等含む）（67日⇒平均でほぼ１日に１.3件更新） 

・更に事務局から各協会（連絡員）への情報送付状況１６件の更新実施。 

〇8/26～11/17：９２件の更新実施。（目標等含む）（85日⇒平均でほぼ１日に１.１件更新） 

・更に事務局から各協会（連絡員）への情報送付状況１２件の更新実施。 

〇9/1～会員専用ページ１１件更新。コンテンツ不足。１１月から常任理事のリレー投稿開始。 

・２７万カウント（72日間で 1万カウント＝139カウント/日）（４月２８日） 

・２８万カウント（57日間で 1万カウント＝175カウント/日）（６月２４日） 

・２９万カウント（59日間で 1万カウント＝169カウント/日）（８月２２日） 

・３０万カウント（59日間で 1万カウント＝169カウント/日）（１０月２０日） 

・３１万カウント（62日間で 1万カウント＝161カウント/日）（１２月２１日） 

  部員の皆さんの活躍により、アクセス数も目標１５０カウント/日を維持している。 

  各弓道連盟の中で全国一の更新数とスピードは、高く評価して良いと思う。 

 

２、この間の主な改善事項 

  ・弓道場情報の地図をグーグルマップに変更 

  ・弓道教歌約２００種追加、合計３６６種とし、年間を通じて毎日変わるようにした。 

  ・ホスティングサーバーの契約変更し、低廉化と容量アップ（３０GB⇒３００GB）実施。 

  ・審査案内・結果のページを大会結果と同じように表形式に整理。 

  ・検索ページから検索した際に石川県弓道連盟の下に「石川県の弓道の事なら石川県弓道連盟。弓道初

心者教室も実施しています。」の PR コメントが表示されるように設定。 

・アンケート結果に基づく常任理事会討議結果のアップと改善開始 

・メニューボタン数の減少化 

変更前２９個⇒２３個（弓道教室⇒弓道入門、会員専用＋1、専門部プルダウン化－５、History⇒広報

部プルダウン化―1）、お知らせ⇒事務局プルダウン化―1） 

・事務局ページの充実（・評議員会・理事会報告・全弓連からの主な通知・北信越内の主な情報欄を設

定、及び事務局から各協会への情報送付状況ページを新設＆トップページの新着情報の下にも表示） 

・「弓道入門」ページの設置 

 内容は①弓道とは（全弓連ページにリンク）②中学生が作った弓道新聞 ③弓道教室案内 

④弓道場案内⑤弓道協会案内（ワンストップショッピング化） 

・大学連・高体連・中体連ページに大会等の写真のスライドショーを追加。 



・パスワード方式の会員専用ページ創設（9/1）。 

 

３、今後の課題等議論した事項 

・審査関係の会員専用ページの設定。（立ち順、講評などの公開用：３月目途） 

・大会結果のページの結果、コメント、写真の掲載順がばらばらになっているので、今後統一していく。

いろいろ意見が出たが、とりあえず、結果⇒コメント⇒写真の順にして様子を見る。 

・スマホ専用ページのアイディアも出されたが、別に編集しなおさなければならず、稼働増になるので、

現時点での実現は難しいが、実験はしてみる。 

・全体としての、文字の大きさの統一も議論されたが、さほど気にならないとの話も出て、今後に持ち越

し。 

・各専門部にブログ形式のページを設けて、各部が自由に記事アップできる仕組みができないかと云う

アイディアが出された。実験はしてみる。 

 

３、来年度の担当分担の意見交換 

  ・アンケート結果に基づく、大幅見直しにより、項目数が大幅に増えたことにより、増加分は、軌道に乗るま

では作成者の黒川が担当しているが、次年度は分担をしていく。 

   案は、また次回までに長田がたたき台を作って調整する。 

  ・今年の新メンバーもほぼ育成期間が終わり、戦力になってきた。 

・項目増加に伴い、更に部員の増加を図って、育成いていく必要がある。 

・選考会と大会の区分がはっきりしないとの話が出て、優勝等順位が付かず、本大会の選考するものが

選考会で、選考会を経て出場した本大会は大会結果に載せる。担当は大会と選考会は同一者にした

方が良い、と云うことになった。 

 

４、部費の使い方 

  ・HP関係、編集関係書物（HTML5・ホームページビルダー・ワード・エクセル関係等） 

   の希望がありそうなので、購入して、領収書を「弓道連盟広報部」で貰って置いて下さい。 

・２日目の部会の会場費・昼食代は部費から出すことにした。 

 

５、弓道石川＆弓道誌 

  ・弓道石川・・中越さんとの連携で順調にいっている。 

  ・弓道誌投稿・・道越さんとの連携で順調にいっている。冬場の記事がなく苦戦。 

 

５、実技編 

  ・道越コーチの指導で、射・体配を学ぶ。 

   体配では、立ち方、座り方、跪座、礼、揖、矢番えなどの注意点 

   射では、特に肩の位置のビデオチェックとあるべき位置 

・黒川から「４スタンス理論と弓道の関係」の資料を配り、４つのタイプに分けて、どういう動きが自然なの

かと云う情報提供しました。タイプのチェックも実施した。 

   

６、要望 

・メーリングリストのメンバーのメールアドレスの変更は理事長経由で広報部に頂く様に徹底して欲しい。 

・中央審査の合格者は真っ先に理事長に報告し、理事長から広報部に情報を頂く様に徹底して欲しい。 

いずれも、非公式情報が広報部に入るので、対応に困る。                         

以上 


